
2019年 12月 27日 

資料２ 中期ビジョン 2020  
 

長野県社会福祉士会 会員各位 
 

公益社団法人 長野県社会福祉士会 

  会 長  萱  津  公  子 
 

中期計画策定 会員意向アンケート集計結果と今後の取組みについて（報告とお願い） 
 

 時下ますますご活躍のこととお慶び申し上げます。 

11 月 1 日～30 日を実施期間とした標記アンケートには多くの会員にご協力・ご回答をいただきありがとう

ございました。 

ここに集計結果をご報告させていただくとともに、沢山のご提案等については、本会の中期計画や来年度の

事業計画等に反映させていただきます。 

なお、アンケートの記述、特に問 30 長野県社会福祉士会への提言等には、役員への感謝の言葉や労を労う

文章もいただき大変感謝しております。また、執行部に対する批判的なご意見や不信感を募らせるご意見もい

ただきました。執行部では謙虚に反省しながらも、誤解については下記の説明とお願いをさせていただきます。 

そして、会員皆様とともに力を合わせて、本会設立の目的である、「県民の権利擁護、福祉の普及・啓発、

従事者の研鑽等を行い、県民生活の向上に寄与する」ことに邁進したいと存じますのでよろしくお願いします。 

なお、アンケートの返送には未使用年賀はがき等ご寄付いただきました。官製はがき 555 枚（34,965 円分）

と交換できました。ここに厚くお礼申し上げます。 
 

記 
 
１ 職能団体の性格（役員等がちゃんとできていない等のご意見に・・・） 

職能団体の執行体制は、規程等に則って選出された役員や委員ですが、活動は会員全員が参加することを前提に

しています。 

職能団体は、法律や医療、福祉等の専門的資格を持つ専門職従事者らが、自己の専門性の維持・向上や、行政に

対して働きかけたり他の職能団体と連携したり、地域住民に周知したりする。同時に、研究発表会・講演会・親睦

会の開催や、会報・広報紙などの発行を通して、会員同士の交流などの役目も果たす団体です。 
 

２ 役員・委員の公募や権利＆義務の定時総会・地区総会（役員等になりたいのに等のご意見に・・・） 

隔年の役員・委員の改選期には公募を行っています。誰でも就任いただくことは可能です。毎年６月には定時総

会、２月には地区（東北中南信）総会を開催しており、意見を反映することが可能です。 
 

３ 飲食費不支出、役員・各種委員は無報酬（会費を飲み食いに使っているとのご意見に・・・） 

本会の支出科目に会議費（会議の際の弁当代等）を設けておりませんので弁当代の支給もありません。本会の定

款上も報酬等支払規則上も無報酬となっており、報酬を支出する場合は総会の承認を得なければなりません。ま

た、理事会や委員会の開催時には交通費の実費支給のみで日当も支給していません。 
 

４ 本会の活動の活性化（会費を値下げ、日士会は不要とのご意見に・・・） 

  会費は、職能団体の活動展開にどうしても必要な額です。日本社会福祉士会の会費（5000 円）については、会

員管理や研修の都道府県士会への移管が進む中で、都道府県士会の基盤強化を含め検討しています。 
 

５ CSW（Certified Social Worker）としての品格・品性 

  アンケートの自由記述欄には、実に沢山の想いや希望が書かれており具体的な提言がありました。しかしなが

ら、匿名ということもあり誹謗・中傷的な意見も散見しました。CSWは、会員の仲間を信頼して建設的なご意見

を品格・品性をもって行うことを望むものです。 
 

６ 全会員と一緒に取組み（入会率を高めて本会の認知・周知が必要とのご意見に・・・） 

1. 職能団体の性格に記述しましたが、役員や委員にお任せではなく、それを全会員・皆様と一緒に取組みたい

と思います。 
 

７ アンケート集計結果 

  ２ページ以下にダイジェスト（概要）を掲載しました。集計結果の全文は２0ページ以上になりますが、ホーム

ページにアップしましたのでご覧ください。なお、この集計結果は今後、中期計画策定プロジェクトチームや各委

員会、そして理事会等おいて検討し、本会の活動の充実に反映させたいと考えています。 



 

 

 

◇ アンケート調査  対象：全会員・1,169 人  回答：369 人  回収率：31.6％ 

① 性別について（註：1 人が NA のため、男女の計は、全体の計とは不一致）  

 

 

 

 

 

 

 

② 年代について（註：３人が NA、全体の計とは不一致）   ③ 国家試験の受験資格別について 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◇ 集計上の留意事項 

 ① 各設問に対して回答が無かった場合は、NA（ノーアンサー）として集計した。 

 ② 設問に対して、一つの回答を求めたが、複数回答の場合は、分割集計（2 つなら 0.5 づつ）した。 

 

問 1 社会福祉士資格を取得した主な目的について 
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1. 自分の専門性に自信が持てた

2. 知識を深める事ができた

3. 給与面が改善された

4. 専門性を期待されるようになった

5. その他
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男 性

女 性

全 体

164

204

369

350

451

800

回 答 非回答 計 

514 

655 

1,169 

 

回 答 非回答 計 

20歳代     13 50 63 

30歳代     82 183 265 

40歳代     116 288 404 

50歳代     105 153 258 

60歳代～ 50 129 179 

全 体   369 800 1,169 

 

受験資格 
福祉系 

大卒者 

養成施設

卒業者 
そ の 他 

人 数 184 146 39 

回収率 50% 39% 3% 

 

ソーシャルワーカーを希望

97

26.3%

福祉の仕事の専門性を高めたい

181

49.1%

仕事上必要

36

9.8%

大学で受験資格を得た

31

8.4%

その他

23

6.2%

NA

1

0.3%

問 2 社会福祉士資格を取得して良かった（喜びを感じた等）ことについて（複数回答） 

 中期計画策定 会員意向アンケート集計結果（ダイジェスト版） 



問 3 社会福祉士会に入会して一番良かった（喜びを感じた等）ことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 社会福祉士会に入会したが残念に思ったことについて（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 社会福祉士会入会手続きの主なきっかけについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9 社会福祉士会の入会目的について（複数回答） 
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1. 社会福祉士の仲間や繋がりができた

2. 各種研修への参加の機会ができた

3. 広報紙など様々な情報を得ることができた

4. ソーシャルワーカーとして自覚と責任を持てた

5. 認定社会福祉士取得など、社会福祉士として…

6. 業務の質や内容の向上につながった

7. 相談者や地域への実践力の向上につながった

8. その他

156

87

64

35

12

32

16

13

1. 自ら進んで

204

55%

2. 会員からの勧め

69

19%

3. 職場先輩の勧め

50

14%

4. 職場同僚の勧め

13

3%

5. 養成校の勧め

18

5%

6. その他

15

4%
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1. 人脈が広がらない

2. 提供される学習会・研…

3. 会員としての負担を必要…

4. 福祉的課題を会として…

5. 会として活動をする…

6. その他（記述）

NA

32

39

84

11

11

92

110

1. 人脈が広がらない               
 
2. 提供される学習会・研修会の 

質に満足できない 
3. 会員としての負担を思った以上 

に求められる   
4. 福祉的課題を会として発信する 

意味を感じない  
5. 会として活動をすることに 

迎合したくない       
6. その他 
7. NA 
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1. 入会は当然

2. 研修への参加

3. 仲間づくり

4. 社会貢献

5. その他

NA

162

180

136

48

45

5

1. 入会は当然 

2. 研修への参加 

3. 仲間づくり 

4. 社会貢献 

5. その他 

6. NA 



問 15 今後参加してみたい研修について（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 現在の仕事上で、関係機関等から求められている「社会福祉士としての最も重要な役割」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 本会が今後最も優先的に取り組む必要がある活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 社会福祉士会の入会率を高める上で必要だと思う取組みについて（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 本会への入会促進のための入会 

時会費割引制度導入について 

（例えば、初年度年会費 15,000円を 

5,000円に割引する） 

1. 賛成    

2. 反対  

3. どちらともいえない 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

1. 専門的知識をもった相談援助専門職

3. 直接援助を行うケースワーカーとしての役割

5. ソーシャルアクション

4. その他（ ）

148

79

47

25

25

51

14

7

1. 賛成

206

56%

2. 反対

31

8%

3. どちらともいえない

124

34%

NA

8

2%
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1. 社福士として知識向上の研修

2. 制度や政策など国・県の動向

3. 異職間のケーススタディ

4. アセスメント技術等の研修

5. 相談面接技術等の研修

6. その他（記述）

NA

249

201

107

98

98

22

18

1. 社福士として必要な知識向上の研修 

2. 新しい制度や政策など国・県の動向     

3. 異職種を交えた（公開）ケーススタディ 

4. アセスメント技術等の研修       

5. 相談面接技術等の研修 

6. その他（具体的に） 

7. NA  

1. 専門的知識をもった相談援助専門職としての役割  

2. 関係機関をつなぐコーディネート的役割 

3. 直接援助を行うケースワーカーとしての役割    

4. 他の援助者等へのスーパーバイザー的役割 

5. ソーシャルアクション              

6. 現在の業務では社会福祉士を必要としていない 

7. その他（    ） 

8. NA 
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1. 広報・ＰＲを積極的に行う

2. 名刺に社会福祉士会員であることを表記する

3. 役員・委員がもっと勧誘を積極的に行う

4. 会員が声かけを積極的に行う

5. 社会福祉士養成校が事前周知を積極的に行う

6. 入会時割引制度を導入する

7. その他（アイデアを記載くださ…

NA

149

52

34

91

136

102

93

21

1. 広報・ＰＲを積極的に行う           

2. 名刺に社会福祉士会員であることを表記する 

3. 役員・委員がもっと勧誘を積極的に行う     

4. 会員が声かけを積極的に行う 

5. 社会福祉士養成校が事前周知を積極的に行う    

6. 入会時割引制度を導入する 

7. その他（         ） 

8. NA 

1. 国・県の動向など最

新の情報の発信

69

19%

2. 社会的に社福士認知

度向上のPR活動

65

18%

3. 県・市町村等からの

事業の積極的な受託

93

25%

4. 県・市町村等自治体

への積極的な提言等

97

26%

5. 自治体等から社福士としての

委員、講師等の派遣

10

3%

6. その他

24

6%

NA

11

3%


